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福祉保健生活環境委員会次第

日時：令和２年１２月１１日（金）１３：３０～

場所：第３委員会室

１ 開 会

２ 参考人からの意見聴取 １３：３０～１５：４０

（１）大分県の気象特性と防災気象情報について

参考人 大分地方気象台 防災管理官 立川 真彦 氏

（２）暮らしの中で取り組む新型コロナウイルス感染症対策

参考人 中津市民病院 臨床研究部長 武末 文男 氏

３ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

ただいまから、井上福祉保健生活環境委員長

福祉保健生活環境委員会、土木建築委員会の合

同委員会を開きます。

まず、私から御挨拶を申し上げます。

大分県議会福祉保健生活環境委員長の井上明

夫です。

土木建築委員長の尾島保尾島土木建築委員長

彦です。

本日は、大分県井上福祉保健生活環境委員長

の気象特性と防災気象情報について、御意見を

伺いたく、大分地方気象台防災管理官立川真彦

様に参考人としてお越しいただきました。

立川様には、大変お忙しい中にもかかわらず、

お越しいただき、誠にありがとうございます。

本来であれば、私どもが出向いて、御指導を

賜らないといけないところですが、足をお運び

いただきましたことに対し、委員会を代表して、

厚くお礼申し上げますとともに、本日は、どう

ぞよろしくお願いします。

まず、委員が自己紹介をします。

〔委員自己紹介〕

それでは、立川井上福祉保健生活環境委員長

様から自己紹介と、引き続き、本日のテーマに

ついて御説明をお願いします。

皆さまどうもこんにちは。ただい立川参考人

ま紹介いただいた大分地方気象台で防災管理官

をしています立川と申します。本日はどうぞよ

ろしくお願いします。

参考人招致というお名前で、私も若干緊張し

ていますけれども、どうぞお手柔らかにお願い

します。

私からは、さきほど御紹介いただいたとおり、

大分県の気象特性と防災気象情報について御説

明したいと考えています。

まず最初に、簡単にですが自己紹介をさせて

いただきたいと思います。

私、生まれは大分県の湯布院です。気象庁入

庁は昭和６０年４月です。最近ですと、平成２

６年４月に大分地方気象台に配属になり、防災

気象官として、２６年から２７年の２年間、大

分で勤務しています。

その後、平成２８年４月に福岡管区気象台の

予報課に異動になり、土砂災害気象官という役

職を勤めてました。平成２８年は、ちょうど熊

本地震が起きた年で、熊本地震による大雨警報

の基準の設定だとか、土砂災害警戒情報の基準

の見直しとか、そういったものに従事していま

した。

その後、平成３０年４月からは、同じく福岡

管区気象台の防災調査課で調査官をしていまし

た。この中では、自治体とか、教育機関等に対

する防災気象情報の利活用の啓発、あるいは今

年９月に宇佐市で突風がありましたが、こうい

った突風災害だとか、そういった調査業務に携

わっていました。それで今年、令和２年３月、

また大分地方気象台の防災管理官に着任しまし

た。

それでは、早速始めたいと思います。

さきほど申し上げましたが、大分県の気象特

性と防災気象情報についてお話を進めさせてい

ただきます。

ここに御出席の議員の皆さまは、ほとんどが

防災士の資格を取得されていると事前にお伺い

していますので、若干内容が簡易過ぎるだとか、

ちょっと重複する部分もあったりするかもしれ

ませんが、この際、御容赦ください。

本日の説明内容ですが、まず大分県に関する

気象や気象災害について説明します。

次に、段階的に発表している危険度分布を含

む防災気象情報の利活用について御説明します。

最後に、最近の防災気象情報の改善に係る今

後の方向性について少し御説明したいと考えて

います。

まずは、大分県の気象と近年の気象災害につ

いてです。大分県の気象特性について説明しま

す。

そこにあるとおり、大分県の東側は海となっ

ており、周防灘、伊予灘、豊後水道に面してい
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ます。一方で、内陸は高い山が連なっているこ

とから、大分県は地理的、地形の影響で複雑な

気候となっています。

大分県の北部は、瀬戸内海式気候、瀬戸内式

気候に属しており、大分県の中では比較的雨が

少ない地域です。冬は北九州地方や関門海峡か

らの季節風の影響で天気が悪く、曇りの日が多

くなります。

内陸の西部では、夏は雷雨が多く、秋から初

冬にかけては日田市、玖珠町などの盆地では霧

が発生するような状況になります。

また、梅雨期間については、ほかの地域に比

べて雨が多いのが特徴です。

南部から中部にかけては、太平洋側気候でも

って、特に南部には温暖で雨が多くて、夏は大

雨、冬は晴天ということが特徴としてあげられ

ます。

続いて、大分県の降水量を見ていきたいと思

います。

さきほど申し上げたとおり、地理、地形の影

響で雨の降り方にも特徴があります。この図に

ついては、棒グラフは大分県の主な地点の月別

の降水量、その平年値、右上には年間の降水量

の平年値を示しています。月別で見てみると、

６月から７月と、９月に雨のピークがあります。

６月から７月は西部の日田、南部の蒲江で、９

月は南部の佐伯や蒲江で雨量が多くなっている

のが見て取れると思います。

このように、大分県においては、西部や南部

沿岸で雨量が多いという特徴があります。右上

に示している図でも、年間では中部や北部の沿

岸部で少なくて、西部の山岳地帯から山沿い及

び県南東部に雨量が多くなっているのが御確認

いただけるかと思います。

続いて、大分県の大雨の特徴です。

大分県では、大雨のパターンが二つあります。

一つは、南西から暖かく湿った空気が次々と流

れ込んで梅雨前線の活動が活発となることで、

西部を中心とした大雨になることがあります。

令和２年７月豪雨がこれにあたります。

もう一つは、低気圧や台風が大分県の南側に

あるときに、南東風の影響によって海上から湿

った空気が次々に流れ込んで大雨になります。

こういった大雨の特徴もあり、大分県では西部

と南部の南東部沿岸で雨量が多くなっていると

考えられます。

これまで大分県に大きな災害をもたらした大

雨、近年では、平成２９年７月の九州北部豪雨、

あるいは平成２９年の台風第１８号による大雨

がこういったパターンに該当すると考えていま

す。

これは短時間強雨の発生の経年変化を見たグ

ラフです。

１９７６年から２０１８年の４３年間の九州

・山口県のアメダス１８０地点における１時間

に５０ミリ以上の年間発生回数を示したもので

す。

１時間に５０ミリ以上、８０ミリ未満の雨を

非常に激しい雨と表現しています。こういった

雨は、滝のように降る、あるいは傘が全く役に

立たない、車の運転が危険となるような降り方

です。また、多くの災害が発生するような雨の

降り方で、昨年の台風第１９号のときも、１時

間に５０ミリ以上の雨が降ったところで被害が

多くなっています。

このグラフを見てみると、発生回数が突出し

た年もありますけれども、長期変化の傾向を示

す赤線は右肩上がりになってきており、短時間

に降る非常に激しい雨の頻度が多くなっている

ことが分かると思います。

年間発表回数、年間の発生回数については、

１９７６年から１９８５年の平均回数７１．２

回、これと比べて、２００９年から２０１８年

の平均回数１０６．８回で、約１．５倍に増加

していることが見て取れます。

このように近年、１回の雨の量が増えている

ことが災害の激甚化をもたらしていると考えて

います。約１．５倍ということですね。

それでは、近年の大分県の大雨事例について、

気象状況等を少し振り返ってみたいと思います。

３年前、平成２９年７月九州北部豪雨があり

ました。この豪雨では、九州で初めて大分県と

福岡県に大雨特別警報を発表しています。左の

写真は久大本線の花月川に架かる橋梁の流出、
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右側の図は土石流の発生現場です。

左下に、大分県と福岡県の被害状況を示して

いますけれども、多くの方が犠牲となり、住宅

の損傷とか、浸水の被害が発生しました。

右側に雨の状況を示していますけれども、１

時間雨量や２４時間雨量は観測史上１位という

記録的な大雨が降りました。

さきほど平年値の中でひと月に３５０ミリと

いう数字をお示ししましたが、今回のこの降水

量を見ていただくと分かるんですけれども、１

日で５００ミリ、あるいは３００ミリを超える

大雨が降った影響で甚大な災害が発生しました。

続いて、平成２９年九州北部豪雨の大雨の概

要について説明します。

左に地上の天気図をお示ししていますけれど

も、このときは、梅雨前線に向かって暖かく非

常に湿った空気が流れ込んだ影響で大気の状態

が非常に不安定となっていました。福岡県筑後

地方から大分県西部、北部にかけて線状降水帯

が形成、維持され、同じ場所に猛烈な雨を継続

して降らせたという状況でした。

左下に７月５日から６日の総降水量を示して

いますけれども、この２日間で狭い範囲に４０

０ミリから５００ミリの雨が降った状況です。

続いて、その翌年、平成３０年７月豪雨と気

象庁が名称を定めた豪雨災害がありました。こ

の豪雨では、全国で１１府県に大雨特別警報を

発表しています。６月２８日以降、台風第７号

あるいは梅雨前線の影響によって大雨が降りや

すい状況が続いており、西日本を中心に全国で

広い範囲に記録的な大雨が降りました。このと

き、大分県では負傷者が２名、住家被害も発生

しました。

ここにお示しするのが、今年７月の令和２年

７月豪雨の大雨の概況です。これは記憶に新し

いところですが、７月６日から８日にかけて梅

雨前線が九州付近に停滞、九州付近では梅雨前

線に沿って西から流れ込んだ水蒸気と太平洋高

気圧の周辺を回る南からの水蒸気が大量に集ま

りやすい状況が継続しました。

この影響のため、九州では複数の線状降水帯

が発生して、広範囲で記録的な大雨となりまし

た。

左下に７月６日から８日９時にかけての総降

水量を示していますけれども、この３日間で西

部を中心に４００ミリを超える雨が降っていま

す。椿ヶ鼻はちょっと山間部になるんですけれ

ども、こういったところでは８００ミリを超え

る大雨となっています。

さきほど九州では複数の線状降水帯が発生し

て、広範囲で記録的な大雨となったと御説明し

ましたけれども、そこの図のとおり、九州では

線状降水帯が比較的長い間継続的に多数発生し

ていた状況です。７月３日１２時から８日１２

時にかけて、九州では９事例の線状降水帯が発

生しました。この中で見てみると、大分県に影

響を与えたものは項番で言うと７番から８番で

す。

令和２年７月豪雨、平成３０年７月豪雨、平

成２９年７月九州北部豪雨と事例を三つ並べて

いますけれども、特徴的なのは、さきほど申し

上げたとおり、平成３０年７月豪雨では西の広

い範囲でこういった大雨になった。令和２年７

月豪雨と平成２９年７月九州北部豪雨では局地

的な大雨が発生したということです。

続いて、ここからは防災気象情報の利活用に

ついて御説明します。

気象台が発表する防災気象情報の種類をここ

に掲載しています。気象災害、地震・津波災害、

火山災害といった自然災害がありますけれども、

それぞれ災害対象に必要となる防災気象情報を

発表しています。

これらの防災気象情報は、注意報、警報、特

別警報とこれらを補完する気象情報といった体

系が基本となっています。

本日は時間の関係もあるので、気象に関する

防災気象情報について御説明します。

これは気象台が発表する警報等の種類をまと

めたものです。ここに示す黄色いものは注意報

で、災害が起こるおそれのあるときに発表しま

す。警報のない注意報を含めて、１６種類あり

ます。赤色で示しているのが警報で、重大な災

害が起こるおそれのあるときに発表します。警

報の種類は７種類です。
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大雨警報については、土砂災害と浸水害に分

けて発表しています。一番上に示している黒色、

特別警報と書いていますけれども、これについ

ては重大な災害の起こるおそれが著しく大きい

ときに発表する警報です。

この特別警報は６種類で、洪水については特

別警報がありません。これは全国約４００の河

川において、各河川の水位状況に応じた指定河

川洪水予報を発表していることによるものです。

洪水予報については、後ほど改めて御説明し

ます。

昨年、住民の避難行動を５段階に分けた警戒

レベルが運用開始されています。気象台では、

この警戒レベルを踏まえ、防災気象情報と警戒

レベルの対応を明確にして提供して、住民の自

主的な避難行動、避難判断を支援しています。

この中で、警戒レベルの１と２、これはまた

後ほど御説明しますけれども、これについては

気象台が発表する早期注意情報、警報級の可能

性と言われるもの、または大雨注意報が対応付

けられたものです。

警戒レベル３より上のもの、３から５につい

ては、市町村が発令する避難情報が対応付けら

れています。

この赤枠で囲まれた気象台が発表する情報は、

警戒レベルに相当する情報となっています。大

雨警報は警戒レベル３に相当する情報、土砂災

害警戒情報は警戒レベル４に相当する情報とし

て対応付けて発表しています。

こういった情報が発表された際には、市町村

から発令される避難情報に留意していただく、

あるいは気象台が発表する情報を自主避難の判

断の参考にしていただきたいと考えています。

では、ここからは大雨に関する防災気象情報

について御説明します。

この図は、大雨時の防災気象情報発表のタイ

ミングを示したものです。上から下に向かって

大雨の危険度が高まってくることを示していま

す。

大雨の可能性が出てくると、さきほど申し上

げたとおり早期注意情報（警報級の可能性）、

あるいは１日前には予告的な大雨に関する気象

情報を発表しています。

さらに、大雨の可能性が出てくると、早期注

意情報や１日前には予告的に発表する気象情報

に加えて、大雨となる数時間前にかけてそれぞ

れの災害に対する注意報、あるいは警報を発表

して、注意や警戒を呼びかけています。

ここに示す土砂災害については、さらに危険

度が高まると土砂災害警戒情報を発表します。

雨の状況によっては、ここに示しているとおり、

記録的短時間大雨情報を発表することがありま

す。こういう情報が発表されると、何らかの災

害が既に発生している可能性が高いことも考え

られます。

洪水害については、一般の洪水警報、注意報

とは別に、さきほど説明したとおり、大きな河

川については指定河川洪水予報を発表して注意

や警戒を呼びかけています。

こういったように、気象台においては、段階

的に防災気象情報を発表しているので、さきほ

ど申し上げたとおり、早期注意情報を基に、数

日前からの心構えをしていただき、より具体的

な対応や準備をお願いしたいと考えています。

ここからは、この中からいくつかの情報につ

いて具体的に御説明したいと考えています。

これは早期注意情報（警報級の可能性）とい

うものです。これは最も早く大雨の可能性を知

ることができる情報になります。

ここでは、５日先までに警報級の現象が起こ

り得る可能性を「高」、「中」の２段階で発表

しています。翌日までについては、昼間や夜間

の時間帯、２日先から５日先は、１日単位を対

象として１日３回発表しています。警報級の可

能性「高」については、警報発表中や警報級の

現象の可能性が高い場合、「中」は、「高」ほ

ど警報級の現象の可能性は高くないんですけれ

ども、警報級の現象の可能性がある場合に発表

しています。

ここにお示しする２日先から５日先までにつ

いては、台風だとか低気圧、前線などの相関規

模、大規模な現象が対象です。

活用方法については、例えば、夜間に警報級

の可能性の「中」が出ているような状況の場合、
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今すぐ避難等の対応をする必要はないんですけ

れども、深夜の警報の発表を想定して心構えを

高めていただきたいと思います。

警報級の可能性の「高」あるいは「中」が２

日先から５日先に発表された際には心構えを早

目に高めて、これから発表される気象情報にぜ

ひ留意いただき、早目の備えに活用していただ

きたいと考えています。

ここは危険度を色分けした時系列になります

けれども、大雨の半日前から数時間前になると、

段階的に注意報あるいは警報を発表していきま

す。発表している注意報や警報の文字情報の下

になりますが、危険度を色分けした表を付して

提供しています。３時間ごとに２４時間先まで、

警報級の現象が予想される時間帯には赤色、注

意報級の現象が予想される時間帯には黄色で表

示しています。

これを見ていただくと、今後の危険度の高ま

り――ピークを視覚的に把握することが可能に

なります。雨量などの量的な予想も時系列的に

提供しているので、こちらを御確認いただきた

いと思います。

また、その種類のところに発表状況を色でお

示ししているんですけれども、警報に切り替わ

る可能性が高い注意報については、黄色のとこ

ろに赤い斜線で示しており、視覚的に確認する

ことも可能です。

次に、府県気象情報について御説明します。

右に掲げているものが実際に発表した情報で

すけれども、警報や注意報の発表にさき立って、

注意を呼びかけたり、警報や注意報の内容を補

足するために発表しています。

右側に掲載しているのは、今年７月に発表し

た大雨に関する気象情報ですけれども、気象情

報の種類としては、例えば、大雨と落雷とか、

いくつかを組み合わせた標題で発表することが

あります。府県気象情報は、見出しと本文で構

成されていますけれども、この見出し部分につ

いては、報道機関等で活用できるよう、最も伝

えたいことを記述しています。

続いて、土砂災害警戒情報について御説明し

ます。

大雨警報の土砂災害という警報がありますけ

れども、こういった警報発表中に土砂災害発生

の危険度がさらに高まった状況になりますと、

対象となる市町村を特定して警戒を呼びかける

のが土砂災害警戒情報です。これについては、

県の砂防課と気象台で共同で発表している情報

です。

土砂災害警戒情報や大雨警報の土砂災害が発

表されたときには、この右側の図に示している

土砂災害の危険度分布で危険度が高まっている

地域をぜひ御確認いただきたいと考えています。

そのほかにも、浸水害と洪水警報の危険度も

ありますけれども、これについては後ほど御説

明します。

実際の７月６日の状況ですけれども、日田市

等で紫色が示されているのが見て取れると思い

ます。この危険度分布の活用方法について御説

明したいと思います。

そこに示している図の２番から５番のグラフ

のうち、一番右側のグラフの５番、このように、

雨の土壌雨量指数と雨の実況値が既に土砂災害

警戒情報の判断基準以上になった場合――濃い

紫色のところですけれども、こういう段階にな

ると命に危険が及ぶような土砂災害が既に発生

していてもおかしくない、この段階までには安

全な場所への避難完了をしておくことが必要と

いう状況です。

このため、避難にかかる時間を考慮して、グ

ラフの４のように、２時間先までの予測値が土

砂災害警戒情報の判断基準以上に予想された場

合――ここで示している色で言うと薄紫になり

ますけれども、こういった状況の際には速やか

に土砂災害警戒情報を発表するように気象台で

は努めています。当然、県と共同してというこ

とになります。こういった場合は土砂災害警戒

区域等にお住まいの方については遅くともこの

段階、薄紫の段階で避難を開始していただくこ

とが大変重要です。

さらに、高齢者等の避難に要する時間を考慮

して、大雨警報の土砂災害警戒情報よりも１時

間程度早く発表できるように、判断基準を定め

ています。グラフで言えば３の大雨警報の基準
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に到達と書いてありますけれども、警報の判断

基準以上となると予想された時点で、高齢者等

は避難を開始することが大変重要です。

続いて、記録的短時間大雨情報についてです。

これは今年７月７日、８日にかけても、７日は

日田市と玖珠町、８日には竹田市と豊後大野市

に発表した情報です。これは数年に一度程度し

か発生しないような短時間の大雨を実際に観測、

あるいはレーダー等を用いて解析したときに発

表する情報です。

警報や土砂災害警戒情報については、これは

予想で発表する情報ですけれども、この情報は

実際にその地点で大雨が降っている実況を伝え

る情報です。災害の発生につながるような、ま

れにしか観測しない雨量であることをお知らせ

するための情報ということになります。

このような記録的短時間大雨情報が発表され

たときには、土砂災害、浸水害、洪水害の危険

度分布を確認していただき、どの災害の危険度

が高まっているのかを実際に御確認をいただき

たいと考えています。

さきほどお話しした指定河川洪水予報につい

て少し御説明します。

一般の河川については、洪水注意報、警報で

注意、警戒を呼びかけることになりますけれど

も、大きな河川で洪水により重大な災害のおそ

れがあるものについては、区間を決めて水位を

示した洪水の予報を行っています。また、河川

が氾濫した後は、浸水する区域とその水深の予

想も行っています。指定河川洪水予報について

は、そこの表に示してあるとおり、河川名と危

険度レベルに応じた情報を組み合わせて発表し

ています。

大分県においては、左下の図に示すとおり、

県の指定河川は駅館川一つで、あとは山国川、

大分川、大野川、番匠川という国河川がありま

す。一部、筑後川は日田市に流れ込んでいます。

続いて、危険度分布について少し触れておき

たいと思います。

雨の降り方、あるいは降る場所によってもた

らされる災害は大きく異なってくるので、ふだ

んからこういった危険度分布を活用して事前に

把握していただくことが必要です。大雨による

土砂災害、浸水害、洪水害、こういったものを

把握していただくためのツールということにな

ります。

皆さんもよく活用されると思うんですけれど

も、大雨が降っている場所というのは、一番上

に示してあるこの高解像度降水ナウキャスト、

一般的には気象レーダー、あるいはレーダーと

呼んでいますけれども、こういったレーダーを

活用して、雨雲の状況を確認できますけれども、

災害の発生する場所や時間については、このレ

ーダーと必ず一致するかというと、そうとは限

りません。

この危険度分布については、危険度を５段階

に色分けして提供していますので、土砂災害、

浸水害、洪水害の危険度がどこの地域で高まっ

ているかを視覚的に確認することができます。

これは、令和２年７月豪雨の危険度分布、７

月７日の午前１時から午前８時、ちょっと時間

が短いですけれども、危険度分布を表した図で

す。時間の送りが早くて分かりづらいと思うん

ですけれども、雨の降り方に応じて警報の浸水

害だとか、土砂災害だとか、河川の流域におけ

る危険度の状況が刻々と変わっているのが見て

取れると思います。

左の図は今年の７月８日の０時４０分に、こ

の時間帯に大分川に氾濫発生情報が発表されま

したけれども、このときの洪水警報の危険度分

布を示しています。

洪水警報の危険度分布については、指定河川

洪水予報の発表対象ではない、いわゆる中小の

河川、水位周知河川あるいはその他の河川を対

象に、洪水災害発生の危険度の高まりを予測し

ています。

この危険度分布を見ていただくことで、どこ

で危険度が高まるかを面的に確認することが可

能となります。

この洪水警報の危険度分布ですが、堤防の決

壊によって、例えば、河川から水があふれてく

ることを外水氾濫と呼んでいるんですけれども、

こういった外水氾濫のみならず、河川の増水が

原因で周辺の支川、あるいは下水道から合流し
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て排水が滞ることによって発生する支川の外水

氾濫、下水道の氾濫、湛水型の内水氾濫につい

ても、この表示されたボタンを押すことで、災

害発生の危険度を表示することが可能です。

ここまで危険度分布について、割愛して御説

明しました。これは記憶に新しいところですけ

れども、平成２９年の九州北部豪雨災害におい

ては、日田市の小野川で地すべりで斜面が崩壊

しました。ここで、小野川の氾濫の事例につい

て少し御説明します。

写真は、危険度分布の黒い点線の場所になり

ます。ここの黒い点線のところですね。１４時

３０分の危険度分布に赤色の警戒の部分が出現

しました。この時点ではまだ写真を見ていただ

くとお分かりのとおり、まだ氾濫は発生してい

ない状況です。３時間先までに重大な災害とな

る可能性があるということをこの赤色は示して

います。

その３０分後がこの右側の図です。危険度分

布に薄紫色の非常に危険というものが出現しま

した。川の水は増水はしていますけれども、ま

だ家の周りの芝生は浸水していない状況で、橋

を渡って対岸にも避難することが可能な状況で

す。

その３０分後、これは１５時３０分を見てい

ただくと分かりますけれども、家の周りはもう

既に浸水してしまって、橋には激流がぶつかっ

て、しぶきが上がっている状況です。こういう

状況になると、対岸に移動することも不可能で

す。

このときの危険度分布を見ていただくと、濃

い紫で、極めて危険という状況が出現していま

す。このように、濃い紫が出現してからでは避

難が困難というおそれがあります。こうなる前

に避難が可能な薄紫の時点で安全な場所に避難

することが大変重要になります。

ここからは、気象庁が本年度新たに取り組む

防災気象情報の改善に係る今後の方向性という

ことで、少し情報提供させていただきたいと思

います。

今年３月に学識経験者等による防災気象情報

の伝え方検討会が開催されました。１２月９日

にも同様の伝え方検討会が新たに開催されてい

ますが、ここでは今年３月に開催された伝え方

検討会を基に気象台が改善した施策について、

少しその一部を御説明、御紹介したいと思いま

す。

令和元年の東日本台風、台風第１９号の際に、

大雨特別警報の解除をきっかけに避難先から戻

った住民がいるということ、安心情報と受け取

られたおそれがあったという課題がありました。

このため、大雨特別警報の解除を警報に切り替

えるという表現に改善しました。切替えにさき

立ち、国土交通省等の本省と気象庁との合同記

者会見を行い、最高水位の見込みとか、最高水

位となる時間帯などの今後の洪水の見込みにつ

いて改正します。

そこの上にＪＥＴＴと書いていますけれども、

これは気象庁防災対応支援チームで、平成３１

年３月に創設されたものですが、気象庁が、例

えば、市町村や、県の防災対応部局に職員を派

遣して防災支援を行うといった取組も始めてい

ます。

続いて、大雨特別警報の改善について御説明

します。

大雨特別警報の予告、あるいは発表の際に、

特別警報を待ってから最善を尽くせば助かると

いった印象を回避するため、特別警報を待って

から避難するのでは命に関わる事態になるとい

う手遅れ感が確実に伝わるような表現に改善し

ました。

具体的には、特別警報未発表の市町村につい

ては、特別警報の発表を待ってから避難するの

では手遅れですよといった表現、発表済みの市

町村については、もはや命を守るために最善を

尽くさなければならない状況ですといった呼び

かけに変えています。これは今年の出水期から

こういった改善を行いました。

続いて、大雨特別警報の発表の指標の改善に

ついて御説明します。

大雨の特別警報は、そこに書いているとおり、

一つ目として短時間指標、二つ目として長時間

指標といった基準のいずれかを満たし、さらに

雨が降り続くと予想される地域の中で、さきほ
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ど御説明した危険度分布の５段階の中で、最大

の危険度が出現している市町村等に発表します。

この指標については、今年の７月３０日、こ

の大雨特別警報の指標のうち、上段に書いてい

る短時間指標の土砂災害をより災害に特化した

ものに改善を行いました。

ここに示す５０年に一度という値は、統計的

に求めた値です。具体的な改善内容について、

次に御説明します。

現行においては、図の上段にお示ししている

とおり、３時間降水量及び土壌雨量指数――土

の中の水分量を示すものですけれども、これが

１０格子以上出現して、さきほど御説明した危

険度分布において土砂災害の最大の危険度――

濃い紫ですが、こういったものが出現した場合

に発表することにしていました。

今年の改善後については、危険度分布の土砂

災害において、基準値以上となる１キロ格子が

おおむね１０格子以上まとまって出現すると予

想されて、さらに雨が降り続くと予想される場

合には、その格子が出現している市町村に大雨

特別警報を発表することになります。少し分か

りづらいかもしれませんけれども、このように、

より災害に特化した基準に見直したということ

です。

ちなみに、今年の７月豪雨の際、大分県では

大雨特別警報は発表されませんでした。大分県

で見ると、７月７日の早朝、それと７日の深夜

に危険な局面がありました。７日深夜の時点に

おいては、ここで示す長時間指標の格子数を満

たしていたということになりますけれども、さ

らに大雨が続く状況ではないと判断したことか

ら、大雨特別警報、長時間指標の発表には至ら

なかったという状況でした。

続いて、台風を要因とする大雨特別警報を少

し御説明します。

台風を要因とする大雨特別警報の基準は、そ

こに書いているとおり、中心気圧が９３０ヘク

トパスカル以下、または最大風速５０メートル

以上の台風等が来襲する場合に特別警報を発表

するとしてますが、この台風を要因といする特

別警報については、今年の台風第１０号が記憶

に新しいと思います。

現行の基準では、台風を要因とする特別警報

の指標に図の青い枠で囲んでいるところがあり

ますけれども、今年の８月２４日からは、台風

等を要因とする大雨特別警報は発表しないとし

ています。ちょっと分かりにくいので少し説明

させていただきますけれども、台風を要因とす

る大雨特別警報を発表しないことにより、より

災害に特化した基準で発表できるようになりま

した。この図を見ていただきたいんですけれど

も、台風を要因とする特別警報は、今年の台風

第１０号でもそうだったと思うんですけれども、

大体２４時間前に気象庁で記者会見を行って厳

重な警戒を呼びかけたり、あるいは特別警報に

ついては現象が予想されるおよそ１２時間前に

特別警報を発表することになっています。

図を見ていただくと、現行では警戒レベル３

相当でもう既に大雨特別警報が発表される状況

になっていますけれども、改善後はここにお示

ししたとおり、災害が既に発生している可能性

が極めて高い状況で大雨特別警報が発表される

ことになります。これまでは、大雨警報を発表

していたら大雨特別警報が発表された段階で警

報は全て大雨特別警報となっていたんですけれ

ども、それが基準を見直したことにより、災害

との関係性がより高いものに改善されました。

最後に、まとめで書かせていただきました。

近年の大雨災害のところでも御説明させてい

ただきましたけれども、雨の降り方が近年大き

く変わっていて、極端な気象現象が発生してい

るということを認識しておく必要があると考え

ています。

それと、さきほど申し上げたとおり、特別警

報の発表を待つのではなくて、段階的に発表さ

れる気象情報等を活用して早目の対応をお願い

したいと、気象台として呼びかけています。

また、気象情報は、技術的な誤差がどうして

もあるので、気象状況の変化に伴って情報も刻

々と変わっていきます。常に最新の気象情報を

利用して対応をお願いしたいと最後に申し上げ

て、私からの説明を終わりたいと思います。御

清聴ありがとうございました。（拍手）
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ありがとうございました。尾島土木建築委員長

これより意見交換に入りますが、ざっくばら

んに行いたいと思います。御質疑や御意見、御

提案など、何でも結構ですので、お願いします。

今日はありがとうございます。木田委員

気象予報についてちょっとお尋ねします。

最近、スーパーコンピューターとか、いろい

ろ技術も発展して、気象予報の正確性が高まっ

てきていると思うんですが、今回の７月豪雨で

言えば、どの時点で、雨が降る何日ぐらい前に

危険の予想ができていたのかを教えていただき

たいと思います。

今回はチベット高原でできた雲が最終的に東

シナ海から九州山地にぶつかったことによる大

雨ではないかと思うんですけれども、気象台で

はインド洋を見ているとか、チベット高原の状

況を見ているとか、どういったところを重点的

に見ながら予報を立てているのか。１週間前な

ら１週間前でいいんですが、行政と危険予想を

どの時点で共有化しているか、その辺をちょっ

と教えていただきたいと思います。

まず、どの時点から予想が組み立立川参考人

てられるかですけれども、相関規模の気象現象

――例えば、台風だとか、低気圧とかですと、

台風は御承知のとおり５日前からずっと予想し

ており、予想の精度自体も向上しているので、

進路、強度等は若干弱まったり、減衰等はあり

ますけれども、ほぼ正確に予想されていると考

えています。

ただ、さきほど御説明したような、平成２９

年の九州北部豪雨であったりだとか、令和２年

７月豪雨のような豪雨は、なかなか予測が困難

なこともあります。

さきほどから線状降水帯の御説明もさせてい

ただきましたけれども、気象庁としては、ここ

に書いてあるとおり、線状降水帯に関する豪雨

の情報提供の改善ということで、まだこれがい

つの段階になるかというのは分からないんです

けれども、来年の出水期からは線状降水帯とな

る可能性のある降水域を検知して、気象情報で

注意喚起できるような取組を検討しています。

それと、今般、報道等も含めて、線状降水帯

という言葉が一般の方にも知れ渡っているので、

線状降水帯による降水予測等についても、２０

２２年から半日ぐらい前からこのような線状降

水帯による大雨となる可能性の情報提供を実施

したい。これは先のことになりますけれども、

２０３０年には半日ぐらい前から線状降水帯に

よる集中豪雨に伴う危険度分布で情報を提供し

たいと、施策として目指して取り組んでいます。

さきほど記録的な雨の要因ということで、チ

ベット高原の話もありましたけれども、今年の

７月豪雨の記録的な大雨の要因は、日本付近に

梅雨前線が停滞し続けて、前線に沿って西から

流入した水蒸気と南西にあった太平洋高気圧の

影響で水蒸気が日本付近で集中したことが大き

な要因ではないかと考えています。

ありがとうございました。木田委員

線状降水帯は半日前ぐらいまでのスパンでし

かまだ今の技術では難しいということで、これ

から進んでいくと思うんですが、ダムの事前放

流とかのタイミングもなかなか難しいのかなと

いう気がします。ある学者の御意見で、気象庁

から発表される天気図とかレーダーの画像なん

ですが、ぜひインド洋ぐらいから写していただ

けると、気象変動は今地球規模で起きているん

だということが、意識できるようになるのでは

ないかというものがありました。そういうマッ

プの広域化もぜひ気象台の皆さんで取り組んで

いただけるとありがたいです。

分かりました。御意見として頂戴立川参考人

しましたので、機会があれば、上部機関に伝え

たいと思います。

ありがとうございます。藤田委員

私は大分市で消防団に入っているんですけれ

ども、消防団は大分川沿いで河川の氾濫の危険

な時間帯になると呼び出しがあって、古国府か

ら長浜付近の水門に立つんですね。水門操作に

入るんですけれども、過去１０年ぐらいを振り

返ってみると、台風以外で呼び出されるのがほ

とんど夜間なんですね。大分川が氾濫するよう

な大雨が降る時間帯が特に特徴としてあるんだ

ろうかというのがずっと気になっているんです

けれども、いかがでしょうか。
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気象台では時間帯がいつになるか、立川参考人

そういった検証は、はっきり言ってしていませ

ん。たまたま──たまたまと言うと語弊がある

かもしれませんけれども、結果的にそういう気

象状況が夜間に発生しやすい状況にあったとい

うことは言えると思いますけれども、客観的な

検証はしていませんので、ここで私が回答する

ことはいたしかねます。

もし機会があったらぜひ一度調べて藤田委員

いただけると。夜出動する準備で対応したいと

思いますので。

気象台でも大雨等の現象が生じた立川参考人

際、例えば、大規模な災害が発生するような状

況、あるいは特異な現象が発生するような状況

の場合には即時検証だとか、気象台の中でも研

究論文をまとめたりとかしています。そういっ

た傾向があるのかどうかを自己検証する機会は

あるので、ぜひ取り組みたいと思います。

大変ありがとうございます。河野委員

私どもは、１０の県本部の体制として、高解

像度降水ナウキャストの６時間先、１２時間先

の降水の状況を、分布図を見ながら、こういう

状況になっているぞと、全所属の市町村の議員

に対して、自分の地域がこういう状況になると

よく見なさいと。それによって、高齢者等早期

の避難が必要な人たちに声かけを始めろと指示

も出しているんです。何回も研修をやるんです

けれども、自分で危険度の認識がなかなかでき

ないので、いろんな人に声をかけるにも、自信

を持って逃げなきゃいけないんだとなかなか言

いづらいという声があります。そういった意味

で、この点とこの点とこの点を見れば、そうい

った危険度についてしっかりと地域の皆さんに

訴えられるという情報を絞って、これとこれと

これを少なくとも見た方がいいよというのがあ

れば教えていただきたいです。

お住まいになっている地域によっ立川参考人

て、どういった災害のリスクがあるのかという

のはそれぞれ異なると思います。

例えば、崖の近くに住んでいない方は、いく

ら土砂災害の危険が出ても別に避難する必要は

ありませんし、河川の近くに住んでいない方は、

いくら河川の水位が上がろうとも避難する必要

はないと思います。やはり私どもが今取り組ん

でいるのは、防災気象情報の利活用、普及啓発

という中で、自分の住んでいる地域の災害リス

クを知るということをお伝えすることです。大

分県においても高齢者が増えており、避難を呼

びかけるにしてもなかなか伝わりにくい。Ｉｏ

Ｔだとか、インターネットとかありますけれど

も、なかなか伝えにくいということもあって、

それをどうしていけばいいのかというのは気象

台の中でもなかなか答えが出ていません。気象

台も大分大学とも連携していますけれども、そ

ういった様々な機会につけ、国の機関、国交省

にも普及啓発等もしています。そういう中で災

害のリスクを知るといった呼びかけですね。自

分の住んでいるところにはどういった災害の可

能性があるのかを自覚していただく、知ってい

ただく取組を地道に進めていくしか方法がない

のではないかと。私の個人的な考えも少しあり

ますけれども、これまで普及啓発に取り組む中

で感じています。

ありがとうございました。河野委員

ほかに何かありませんか。尾島土木建築委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑等もないの尾島土木建築委員長

で、これで参考人との意見交換を終わります。

最後に、私から一言お礼を申し上げたいと思

います。本日、大変詳しい御説明と解説をいた

だきました。本日の内容をしっかりと防災・減

災対策に、県議会としても全力で取り組む所存

です。ぜひ今後とも、お力添えをいただきたい

とお願い申し上げまして、お礼の言葉とさせて

いただきます。本日は、お忙しい中ありがとう

ございました。

〔立川参考人退室〕

以上をもちまして、土木尾島土木建築委員長

建築委員会を終了します。お疲れさまでした。

土木建築委員の皆さまは御退出ください。

福祉保健生活環井上福祉保健生活環境委員長

境委員会は、この後２時４０分から参考人招致
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を再開しますので、こちらにお集まりください。

午後２時３０分休憩

午後２時４０分再開

ただいまから、福祉保健生活環境井上委員長

委員会を再開します。

本日は７名の委員外議員に出席していただい

ています。

まず、私から御挨拶を申し上げます。

大分県議会福祉保健生活環境委員長の井上明

夫です。

本日は、暮らしの中で取り組む新型コロナウ

イルス感染症対策について、御意見を伺いたく、

中津市民病院臨床研究部長武末文男様に参考人

としてお越しいただきました。

武末様には、大変お忙しい中にもかかわらず、

お越しいただき、誠にありがとうございます。

本来であれば、私どもが出向いて、御指導を

賜らないといけないところでありますが、足を

お運びいただきましたことに対し、委員会を代

表して、厚くお礼申し上げますとともに、本日

は、どうぞよろしくお願いします。

まず、委員、委員外議員の順に、自己紹介し

ます。

〔自己紹介〕

それでは、武末様から自己紹介と、引き続き、

本日のテーマについて御説明をお願いします。

中津市民病院の武末です。本当に武末参考人

今日はお招きいただき、ありがとうございます。

略歴については、そこに記載のとおりですが、

感染症と私の関わりということで申し上げると、

厚生労働省におりましたとき――２００４年頃

に新型インフルエンザの行動計画を厚生労働省

が作っていましたが、その労働衛生の役割――

産業医の役割としてそれに参加していました。

当時、国立感染症研究所におられた岡部先生、

今は新型コロナの分科会に入っていますが、そ

の先生と御一緒しました。

その後に、血液対策課という献血とかを担当

するところに行き、そこではワクチンの担当も

していたので、新型インフルエンザのワクチン

供給のこともやっていました。

そんな感じで、私は専門ではないんですけれ

ども、門前の小僧習わぬ経を読む的に、何とな

く新興感染症について知っていました。

厚生労働省から奈良県に出向した際に、たま

たま２００９年の新型インフルエンザが起こり、

そのときには、県で感染対策をした次第です。

２０１８年に中津に御縁があって、厚生労働

省は辞めて参った次第なんですが、行く先々で

トラブルが多く、今回もこの新型コロナウイル

ス感染症について取り組んでいます。

今日は、ラインにあるように、感染症対策と

いうのは、基本的には病院で行われるもので、

今の予防対策もそれを踏まえて行われています。

ただ、病院のスタッフで、非常にトレーニング

された人が、ある意味８時間とか、実際に稼働

するのは４時間ぐらい行うものと、一般生活の

人が寝ているときを除けば１６時間行うものは、

多分違うだろうということで、どのぐらいすれ

ば一番効果的で、かつ生活も送れるのかをいろ

いろ模索しています。

今日はその一部を御紹介して、できるだけ質

疑の時間を作っていきたいと思いますので、ど

うかよろしくお願いします。

まず、なぜこれだけ感染症の流行が止まらな

いのかという話です。

一つは、３月頃は何をすればいいか分からな

かったと思います。かつ、マスクもアルコール

も不足している状況でした。そのマスク不足、

アルコール不足が解消した７月、８月に第２波

と言われるものが来たんですが、そのときは大

体何をすればいいか分かってきたんですけれど

も、十分できなかったというのが正直だと思い

ます。

十分できなかった一つの理由は、エアロゾル

感染という――空気感染とかいろいろ呼ばれて

いるんですが、エアロゾル、空気感染と言うと

ちょっと学問的な議論が巻き起こってしまうの

で、私は分かりやすく「霧のような唾」と言っ

ています。

寒いときに息を吐くと白く出るのが霧のよう

な唾、これをエアロゾルと言ったり、空気感染

すると言ったり、ちょっと論争があるので、一

番分かりやすい霧のような唾と御理解いただけ
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ればと思います。

何で感染症が起こるかと言うと、感染予防対

策ができていないからという一言に尽きます。

ウイルスはどこかで生えてくるわけでもあり

ませんし、放射線のように伝わってくるわけで

もないので、感染したということはどこかで予

防対策ができていなかったのは多分間違いない

と思います。

私がよく例で提示するのがこのアルコールの

ポンプですけれども、よくお店の入口にありま

す。今日も通ってくるまでに三つぐらい見かけ

ましたけれども、これは一種の医薬品ですので、

１回量はこのポンプを上から下まで一度に押し

たときの量、３ｃｃですが、それが必要量です。

多くの場合はちょっと押すとか、リズミカルに

３回押すみたいなことを見かけますけれども、

それでは足りていません。

なぜ足りないかと言うと、３分の２ぐらい押

して２ｃｃぐらい取ると、それ以上押すとぼた

ぼたっと落ちてきます。どうしてもそこでやめ

てしまうんですが、それでは手に刷り込んだと

きに途中で乾いてしまいます。途中で乾いたと

いうことの意味は、どこかにアルコールが塗れ

ていないことを意味します。なので、３ｃｃで

アルコール消毒をすれば、手がじとっとします。

じとっとしないということはできていない。だ

から、アルコール消毒をやってはいるんだけれ

ども、できていないことがこれで分かると思い

ます。

もう一つは、このポンプを入口ではよく見る

んですけど、出口では余り見ませんという人が

よくいらっしゃいます。でも入口にあれば出口

に必ずあります。この意味することは、入口で

は今から人混みに入るぞといって気を引き締め

て、さあ、手指消毒をしましょうと言っている

んですが、出口では買物袋もあるし、人混みか

ら出たなと思って、あとは家路を急ごうかとい

って消毒をする意識がない。今、はやりの言葉

で言えば気の緩みが起きているわけです。

入口で行うのは、自分がウイルスを持ってい

るのをお店に持ち込まないためですが、出口で

行うのは、万が一、お店でウイルスが手に付い

たときに、家や車にウイルスを持ち込まないた

めです。きちんとした感染予防をしたいのであ

れば、入口とともに出口でも行わなければなら

ない。これができていないと、ウイルスを自宅

や車に持ち込むことになります。

これは一例ですけれども、こういう感じで、

マスクはしているけど、マスクができていない。

手洗いはしているんだけど、手洗いができてい

ないことがたくさんあるので、この機会に十分

できているという状態までレベルアップを図っ

ていくのが私の話の目的です。

右側の症状ですが、症状で気を付けていただ

きたいのは息切れです。息切れは肺炎の兆候で

す。新型コロナウイルスは全く症状がないのに

レントゲンを撮れば肺炎になっていることがあ

り、これに気がつかないで１週間いると急に症

状が悪化して人工呼吸器を付けることになりま

す。

第１波のときにあった、朝元気だったのに夕

方人工呼吸器を付けているというのは、この肺

炎を１週間程度見逃したときに起こります。

なので、普通に歩いているときに、階段を上

がるかのように息が切れたときは、肺炎を疑っ

て病院でレントゲンを撮る必要があるかと思い

ます。

次に、感染してから症状が出るまでを潜伏期

と言いますが、新型コロナウイルスの場合は平

均５日間です。最長で２週間ですので、入国審

査のときに、入国してから２週間健康観察をす

るのは、入国した飛行機の中で感染したとして

も２週間症状が出なければ感染していないこと

が証明できます。

大分県でアメリカから帰って来た方が、入国

審査のときにＰＣＲ検査が陰性でしたけれども、

飛行機の中で１２名の感染者が出たということ

で、再度検査したら陽性になった事例がありま

した。

そういうことで、感染した直後はＰＣＲ検査

では陰性になります。その理由は、ここにウイ

ルスの量、つまり、感染力を表していますが、

無症状の期間は平均すると５日間で、感染して

から３日間はウイルスは全く出ていません。当
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然、感染する力もありません。これはＰＣＲ検

査も陰性になります。この間は検査をしても陰

性になるので、今、感染確認されたら保健所が

周りの人を一度は検査をしますけれども、必ず

７日間ぐらいしたらもう一度検査をします。今、

大分県でもう一度検査をして見つかった人が１

０名から２０名ぐらいいます。最初に感染確認

されて、濃厚接触者だから検査をして陰性です

といった人を２週間潜伏期経過観察するんです

が、その後に症状が出てきたりとか、１週間後

に検査をして陽性になることがあるのは、この

潜伏期間があるからです。

潜伏期間の症状がない間に全てに感染力があ

ると誤解されていますが、正確には、症状が出

る２日前しか感染力はありません。すると、Ｐ

ＣＲ検査もこの症状が出る２日前から症状が出

た１０日後まで、この間にしか陽性にはなりま

せん。感染力もこの間１２日しかありません。

なので、逆に言うと、感染力が出たら３日目ぐ

らいに症状が出てきます。例えば、今日私が感

染して感染力があったら、明日、明後日には症

状が出てきます。それで、皆さま方に感染して

いましたという御連絡ができます。

万が一、私が感染していて、皆さま方にうつ

したときには、平均して５日後――大体７日で

９５％症状が出ると言われているので、最長で

２週間とは言いますが、大体１週間後に症状が

出なければ、武末からうつされたことはないな

と思っていただければよいというイメージがこ

の図です。なので、感染力があれば、その２日

後には症状が出てきます。

よくテレビ等で、無症状の間の２日間を見つ

けて隔離したらいいんじゃないかという話があ

りますけど、見事にこの２日間を引き当てれば

いいんですけど、今、多分検体を採ってから１

日ぐらいかかるので、検体を採って検査してい

る間に発症するので、症状が出てから様子を見

てもいいのかなと思ったりします。

次に、新型コロナウイルス感染の公式を私は

住民の方々にお話ししていますが、感染はウイ

ルスと唾が口に入って起きます。余りに当たり

前過ぎてきょとんとされることが多いんですが、

冒頭で申し上げたように、ウイルスを含んだ唾

が口に入らない限りは感染は起きません。時々、

手で触って手からうつるとか、トイレで直腸か

らうつるみたいなことを言われていますが、今

のところそういう報告はないですし、あっても

まれなので、余りそういうことを気にしてても

仕方がないかなと思います。

ウイルスを含んだ唾が口に入るとうつるので、

この三つのどれかをなくしてしまえば感染は起

こりません。当然、ウイルスがなければ唾が口

に入ってもうつりません。ウイルスを含んだ唾

があっても口に入らなければうつりません。

さて、ここが最大の問題です。唾がないのに

ウイルスだけが口に入ってくるか。手からとか

お尻からというのがこの系統です。冒頭で議論

があるのでと言ったのは、空気中にウイルスが

漂っていて口に吸い込むという話がありました

が、１０月頃になって、それでは感染はしない

と。確かに顕微鏡で調べればウイルスは飛んで

いるんだけれども、それには感染するほどの力

はないんではないかということが分かってきた

ので、基本的には唾がないところでウイルスは

動けないということですね。

口から出るときも、ウイルスだけが口から飛

び出すわけではありません。必ず唾とウイルス

が一緒になって出てくるので、基本的には唾と

ウイルスは一緒に行動する。そうすると、ウイ

ルスの動きは予測できないんですけれども、唾

の動きは何となく分かると思うんです。なので、

唾をよければウイルスもよけられると思えば、

比較的感染予防は確実にできるのかなと思いま

す。

余談ですけれども、この唾の動きを制すれば

感染を制すというのが分からないときは、どち

らかと言うとウイルスなくなれと言っていたん

ですが、そうすると、ちょっと踏み誤ってウイ

ルスを持っている人はいなくなれみたいな話に

なって、いろんな差別とか誹謗中傷が起きたよ

うに私は思います。

ところが、唾のコントロールができれば、た

とえウイルスを持った人がいたとしても、唾さ

えその人から浴びなければ感染は起きないとい



- 14 -

うことが言えます。こういうことを知識として

持っておけば、過剰に恐れることはないのかな

と思います。

次のページですが、さきほどの定義はウイル

スを含んだ唾の飛沫から起こる、その経路が三

つです。飛沫と接触と霧状の唾、霧のような唾

の三つです。飛沫が今ほとんどです。接触はほ

とんど今ないです。霧状の唾が今大きな課題に

なっています。飛沫がほとんどですから、マス

クの着用でまず飛沫は防げます。

よく適切な距離を取るとありますが、これは

マスクができないとき、マスクをしないときの

対策ですので、マスクをして距離を取るのは二

重に、厳重にやっているということを意味しま

す。マスクができずに距離も取れないときは会

話をしない。口を開かなければ唾は飛びません。

鼻の息で出るじゃないかと言われますけど、確

かに寒いときに鼻をふっとやると息が出るんで

すが、そのぐらいの量では感染しないことが分

かってきた。これがここ１０月ぐらいからの要

だと思います。

マスクと距離と会話をしない、このどれか、

いずれか一つができれば唾は飛ばないわけです

から、飛沫対策はこのうち一つを選べばいい。

ところが、三つともしなければならないと何と

なく思っている方がいます。そうすると、この

三つのうちのどれかできないと物すごく不安に

なってしまいますが、逆に一つすればいい、二

つしていれば十分だと思えば、三つしないとい

けないという人は一つできないと不安になりま

すけれども、一つすればいいという人は二つし

ていれば安心感が出てきます。

もう一つの理由は、マスクをして距離を取っ

て話をしない、では生活ができないです。なの

で、マスクができないときは距離を取って会話

をしない。距離が取れないときはマスクをして

会話をしない。話をするときはマスクをして距

離を取る、この二つを組み合わせていけば、何

とか生活はままなるかなと思います。

ただ、後で申し上げますけれども、御飯のと

きはマスクをしないで会話をする、唯一の頼み

の綱は距離になるわけです。なので、会食のと

きに距離が近寄ってしまうとうつる。しかも、

普通は二重にできるのが唯一、一つになるとい

うのが会食のときに感染が広がる一つの要因だ

と思います。

接触感染は少ないと申し上げました。なぜか

と言うと、今日もこの部屋に入ってきて、マス

クをしていない人はいませんでした。そうする

と、唾はこの部屋に飛びません。ウイルスがこ

の机の上とかには全くないので、どこを触って

も手にウイルスが付かないですし、ウイルスが

付いていない手で顔を触っても感染は起きませ

ん。

手で目や鼻や口を触らなければ１００％接触

感染はないです。ただ、どうしても顔を触る必

要があるとき、今どうしても目がかゆくなった

というときには触るので、その触る前には手を

洗うか消毒をしておくということですね。

いつ手洗いをすればいいんですかとよく聞か

れますけど、究極は顔を触る前には手洗いはし

ておいた方がいいでしょう。どうしても手洗い

ができなくて顔を触りたくなったら、ハンカチ

とかティッシュとかを用意していただいて、そ

れで触れば、直接手で触るよりはかなり有効だ

と思います。

そうすると、飲食店とかマスクを外していろ

んな人が出入りするところを除けば、消毒は無

理せず、できる範囲でいいと思います。

もう一つの理由は、細菌、大腸菌とかの細菌

と違って、ウイルスは体外では増殖はできませ

ん。物に付着した瞬間から急速に感染力を失っ

ていって、通常は長くて１日程度で感染力はな

くなります。よくステンレス、プラスチックで

３日間という話がありますが、あれは実験室の

話で、日常生活ではそんなに長く生きることは

できません。

以上が飛沫感染と接触感染ですが、一番のポ

イントは霧状の唾です。大分県でも大体１人か

ら１０人にうつるのはこのタイプですね。

霧状の唾は、３密の原因と考えられています。

霧状の唾は、今、私の口の周りでもこもこ出て

いるのは出ているんですけれども、マスクをし

ていれば、それでうつるほどの量は出ないです。
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だから、このように長時間話をするのであれば、

マスクをしておけばほかの人にうつすことはあ

りません。

そして、換気ですね。霧状の唾が部屋の中に

充満しないように、換気を十分にしていればい

きなりうつることはないです。

ただ、霧状の唾は、普通はおとなしいんです

けれども、突然牙をむくのがこの３密と言われ

ている条件です。ただ、流行語大賞になった３

密ですが、多分、新型コロナウイルスに関する

もので、無症状と並んで人を惑わす余り良くな

い言葉だと私は思っています。

なぜかと言うと、本当は３密がライブハウス

等でクラスターを発生させるというきちんとし

た科学的根拠に基づくものだったのが、いつの

間にか二つの密でも危ないんじゃないかとか、

密でも危ないでしょうみたいな、何となくなっ

てしまっていて、よく考えれば３密の中で危な

いのは、密接という飛沫感染の原因ですね。

極端な話をすると、密閉が一つで感染を起こ

すかと言うと、車の中はすごく密閉空間ですけ

れども、その中に一人でいてうつるかといった

らうつらないです。そもそもうつす相手がいな

い。余談ですけれども、車の中に一人で運転す

るときはマスクをする必要もないですし、換気

をする必要もありません。誰にもうつさないか

らです。おばあさんが「今から寒いけど、換気

をするんだけど、一人で寂しいから」と言われ

て、「えっ」とか言って「おばあさん、そんな

誰もうつらないから、ちゃんと一人のときはぬ

くぬくしておいてくださいね」みたいな、本当

に冗談みたいな話がありました。でもよく考え

ると、結構そういうことをやらかすなと思いま

す。

密集――どこか商店街で人がわらわらと歩い

ていると「密です、密です」とか「３密です」

とか、「人混みに行くと３密になりますから」

って言うんですけど、密集ではうつらないです

ね。一応、密接にならないようにという定義で

いけば、身体的距離、適切な距離が取れていた

ら密集してもうつりません。

だから、野球の試合でドームにあれだけの人

がいても、恐らくあそこで集団感染は起こらな

いです。

言葉の定義ですけど、３密というのは集団感

染、クラスターが起こる条件であって、感染が

起こる条件ではありません。なので、３密で集

団感染が起こるかと言うと、密閉や密集だけで

は起こりません。唯一起こるのは密接のときで

す。

ただ、ここに書いているように、密閉された

狭い部屋に多数、１０人以上、１時間以上大き

な声を出し続ければ、霧状の唾が部屋に充満し

ます。そうすると、大体平常よりも１８倍に感

染力を持つと言われていますし、飛沫であれば、

口の周りに唾が付く程度ですけれども、霧状の

唾にウイルスが含まれていれば、肺の奥までウ

イルスが入り込んでいくので、症状も出るし、

重症化もしやすいです。人数だけではなくて、

そういうところもこの霧状の唾は気を付けなけ

ればいけないと思います。

次のページにいくと、これはスーパーコンピ

ューターの富岳がシミュレーションしている図

です。ただ、これはちょっと説明が足りないが

ために、過剰に人の不安をあおっているものに

なります。

その一つは、霧状の唾は５マイクロという、

この青い方の、真ん中がちょうど５マイクロメ

ートルの粒子を表しているんですが、ほとんど

が青い５マイクロ以下の粒子になっています。

ただ、これは５マイクロの粒子を数千万倍の

大きさにしてディスプレイしています。なので、

冒頭で申し上げたように、寒いときにふーっと

吐く霧状の唾の話なので、こんなにべたべたし

ていないですね。１ミリの飛沫に７００万個の

ウイルスが含まれていると言いますけれども、

体積比にすると５マイクロの唾は１千万分の１

ですので、この５マイクロ以下の飛沫にはウイ

ルスは一つ入っているか入っていないかです。

そうすると、こういうふうにそれが飛び散るか

らといって、そんなに多くの粒子を吸い込むこ

とはありません。

新型ではないんですが、コロナウイルスに感

染するには１万から１０万個のウイルスが必要
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になると言われています。新型コロナウイルス

ではまだ科学的に証明はされていません。余談

ですけれども、イギリスでは人に新型コロナウ

イルスを浴びせて実験をするというのが来年か

ら始まるらしいんですね。ワクチンの実験なん

ですが、第１段階として、人にウイルスを付け

てどのぐらいの量になったら感染するかという

感染実験をします。２番目に、今度はワクチン

を打ってその感染実験をやった量で感染するか

どうかという実験をやるそうです。私はちょっ

とひどい実験じゃないかなと思うんですけれど

も、ただそれが実験されればこの量がどのぐら

いかというのは分かると思います。

なので、ちょっと繰り返しになりますが、こ

のように霧状の唾が飛んでも、これは感染力は

ないです。この粒子が飛んでいないところは安

全だろうなということは間違いなく言えると思

います。ちょっとこの辺に黄色っぽいのが飛ん

でいますが、これがいわゆる唾、飛沫です。

ここで繰り返しますが、３密と言われるのは、

密閉された部屋に多くの人数がいた、プラス飛

沫という話ですね。換気の悪い密閉された狭い

部屋で、人が密集して、長時間、１時間以上大

声を出し続けると部屋に霧が充満して感染する

危険性が非常に高くなるということです。

ちなみに、この部屋の二酸化炭素濃度は９９

１ｐｐｍです。大体１千ｐｐｍ以下であればい

いと言われているので、ちょっとぎりぎりかな

と思うんですが、何をもって３密と言うかとい

うと、多分部屋の広さと人数ですね。この二酸

化炭素濃度は、ここにいる方全員が感染してい

たときのシミュレーションですから、これが１

千ｐｐｍを超えたとか１，５００ｐｐｍを超え

たからといって心配することはないです。

なぜかと言うと、今この部屋でしゃべり続け

ているのは私しかいませんので、私以外の方が

感染していても、この部屋には霧状の唾は充満

しません。学校の教室がそうですね。先生が感

染していない限りは、生徒はほとんど黙ってい

ますから、余り学校の部屋で換気をやると、体

温が下がって調子が悪くなって免疫力が下がっ

て、なおさら新型コロナウイルスに感染しやす

くなります。できるだけ感染をしないようにす

るのであれば、換気は適度に、体温が下がらな

い程度にするのが理想かなと思います。

後でまたそこは触れますが、換気は常時行う

のがいいです。３０分に１回ぐらいの目安でい

いですけど、こういう二酸化炭素濃度を測れる

ものがあったらいいですねという話です。

あと、エアコンですね。今のエアコンは基本

的に外気導入になります。内気循環にすると、

私が一人で３０分運転したら３千ｐｐｍまで上

がりました。３千ｐｐｍというのは眠気が出て

頭痛がするぐらいの濃度です。多分、自動車メ

ーカーの人に確認しないといけないんですが、

大体３０分したら自動的に外気導入に今の車は

切り替わるような気がします。ちょっと確認し

ないといけないんですけれども。なので、車の

中の密閉空間、これは富岳でシミュレーション

しているんですが、窓を開けるよりは外気導入

でエアコンの風量を最大にする方が、強制的に

車の中に空気を取り込むので、隙間を空けてい

る窓から空気がどんどん出ていくことで最も効

果的な換気ができるとシミュレーションしてい

ます。こういうのは間違いないと思います。

インフルエンザと新型コロナウイルス感染症

の同時流行、これは一般の方は今までの感染の

取組をすれば十分です。中津市ではまだインフ

ルエンザ患者は一人もいません。なので、多分

同時流行はないです。

さっき言ったように、部屋の中に一人でいる

なら換気する必要はないので、体をぬくめて、

室温２０度以上、湿度５０％ぐらいにしてくだ

さい。これはよくウイルスの感染力をどうこう

するためと言っていますけれども、喉を守って

免疫力を上げるという効果の方が強いです。

だから、時々ウイルスをやっつけろと言うと

温度を４０度とか、サウナみたいにして湿度を

９０％みたいにしてじゅくじゅくにしてやって

いることもあるやに聞いていますけれども、そ

うすると体調を崩して感染力、免疫力が下がり

ます。できるだけ湿度を保って、例えばですけ

ど、私は室内でもマスクをしていると保湿効果

があるので、余り私はマスクをするのが気にな
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らないのでよくやっています。特にかみさんに

聞くと、私、口開けてがーがー言って寝ている

らしいので、寝るときもマスクして寝ます。体

調を整えて十分な睡眠を取ってください。

同時流行は病院が大変なんですけれども、今

は多分病院に電話してもすぐ受診できないので、

体調が悪いなと思ったら必ずすぐ電話をして相

談してください。かかりつけ医が必ずしも新型

コロナを診察できるとは限らないので、持病を

お持ちの方は必ず主治医の先生のところに電話

をして、新型コロナになったら先生のところに

行っていいんですよねと聞いて、電話機の向こ

うで先生が口ごもったら、じゃどこに行けばい

いですかと聞いたら、多分教えていただけると

思います。

一発で診察していただけるところに行くとい

うのは、重要なんです。大体中津の場合は３回

ぐらい電話をしないと、ちょっとそこに行き当

たらないのかなという感覚です。

あと、全国で流行したときに中津市の人口に

換算するとどのくらいかなと。あのときは、１

０月頃なんですが、中津市では８人だったのが、

全国並みにすると５１人ですので、いかに中津

市で少ないかが分かりました。年齢換算にする

と２０代が多くて、１０代が少なくて、７０代、

８０代がその間ぐらいですね。よくテレビが渋

谷とかで遊んでいる人を映してけしからんと言

っているんですけれども、２０、３０、４０代

は働いています。働いている人は渋谷なんか行

かないんですけど、遊んでいる人を映してけし

からんというのはけしからんと私は思っていま

す。

１０代は非常にかかりにくく、重症化もしに

くいです。一度、先週ぐらいに厚生労働省が１

０代で死亡という誤報を出しました。その後重

症化した人が一人出たように聞いていますが、

今のところ、亡くなった方で一番若い方は、２

７、８歳のお相撲さんで強い糖尿病があった方

だと伺っています。

ここまでで大体予防のところが終わりです。

ここからは予備知識的に知っておいていただき

たいんですが、保健所が濃厚接触者と定義して、

感染する可能性があるかないかを判断する基準

があります。同居の家族はもちろんなんですが、

感染者とマスクをしないで１メートルぐらいの

距離で１５分以上いた人が濃厚接触者です。こ

れ以下だと、一応感染する可能性はほぼないと

考えていただいていいです。だから、マスクを

しない人と隣同士に５分間座っていたとか、場

合によってはマスクをしない人とすれ違ったら

感染するんではないかとか、隣の家で感染した

人が確認されたから、私は大丈夫でしょうかと

言っても、とてもじゃないけど接触にはならな

いので、感染する可能性は全くありません。大

騒ぎする必要は全然ありません。

感染者とマスクをしないで１メートルぐらい

の距離で１５分いた人が１００人いたときに感

染する可能性は１人いるかいないかです。

ちょっと前ですけど、大分県で濃厚接触者が

大体２千人ぐらいいたときに、この接触じゃな

いのに感染確認された人が５人ぐらいいました。

いわゆる接触者ですね。きちんと定義があって、

濃厚接触者がこういう接触をした人以上ですね。

接触者はこういう接触をしていない人で感染を

した人です。もちろん、濃厚接触者はこれ以外

に同居の家族、同居していた人とか、医療介護

関係の人はなりますけれども、一般の人が感染

するのはこういう接触です。

考えてみていただきたいんですが、マスクを

しないで１メートルぐらいの距離で１５分以上

いるのは、食事のときぐらいしかないです。そ

うすると、潜伏期間は２週間ですから、もし周

りで感染が確認されたら、２週間自分の行動を

振り返って、あの人と御飯を食べたなというと

きにはその御飯を食べた人にさりげなく「元

気」と電話をかけて、「元気」と言えば大丈夫

です。「元気」と言われたら「いや、実はこう

いうのがあってね」と言って「俺も元気だから

おまえも元気だよ」と言えば円満な、感染が確

認されても、それでより絆が強まるみたいな、

温かい地域になればいいなと思っています。

次が一般生活でどういうところで感染する可

能性があるかです。前置きをしておきますが、

これは２月の調査です。２月頃、皆さん感染予
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防策はどんなことをされていたか覚えていらっ

しゃるでしょうか。

２月頃は、マスクがない、アルコールがない

時期でした。だから、症状がない人はマスクを

外せと言われていました。覚えていらっしゃい

ますか。マスクがないけど、医療機関でマスク

がいります、一般の人がマスクしていてもそん

なに感染することはありません。症状がなけれ

ばマスクをする意味がない。マスクは人にうつ

さないためにするのであって、マスクは人から

うつらないようにするには全く無効です。まし

ていわんや、布マスクなんて論外、使うものじ

ゃありませんみたいな話が２月、３月ですね。

全員がマスクをしましょうと言われたのは５

月頃です。布マスクでもいいと言うのもそのぐ

らいですね。忘れてしまったら、何か安倍さん

がマスクを配った頃には布マスクは良かったん

だなと思い出していただければ間違いありませ

ん。私、安倍さんがいつからマスクを配ろうと

したかは覚えていないんですけれども。

それで、お手元にある資料の調査では――先

に言っておきますけど、２月頃の調査です。食

事のときにこの調査では７％という結果が出て

います。私、この調査結果をこの資料に載せる

ときに相当悩みました。なぜかと言うと、同居

をしていた人が感染するのは１０％から４０％

の可能性なんですが、食事をした人が同居をし

ていた人並みに可能性があるとはとても思えな

かったからです。なので、よく考えたら、この

頃ってみんなマスクはいいかげんだったな。身

体的距離なんて、３月から始まったことですね。

オーバーシュートとか、いろんな言葉とともに、

いつの間にかソーシャルディスタンシングとい

う言葉が出て、こういうことになっています。

多分、今は食事のときであっても、この商業施

設と同じような０．６％ぐらいまで減っている

んじゃないかと思います。

最後に、３密とともに無症状者の感染、ちょ

っと最後に書いていますが、呪いの呪文「症状

のない人が、地域に感染を広げている」この言

葉と３密が新型コロナウイルスに強い悪影響を

及ぼしていると私は思っています。

一つは、全く症状が出なければ感染力は弱い

と思います。それは冒頭でお話ししたように潜

伏期で症状が出る前が一番ウイルスが排出され

ていて、さすがにここは感染力も強くて４５％

ぐらい、症状があるときはと言うと、同じぐら

いで４０％ぐらいです。一般的にですけれども、

これはまだ確定していませんが、今のところ、

無症状で最後まで症状が出ない人は５％ぐらい

と言われています。だから、症状が出る前の２

日間より９分の１、症状が出た後よりも８分の

１です。だから、小学生、中学生、高校生で比

較的無症状で最後まで症状が出ない人が多いん

ですが、それほど感染させていないのではない

かと思います。ゼロではないんですね。だから、

どうしても無症状で学校で感染している人がい

ると、どうしても目立ってしまいますけれども、

冷静に考えてみれば、無症状の人がほかに感染

させているということはそれほどありません。

冒頭で言ったように、感染力があれば、遅く

とも症状が出てきます。最後まで症状がなけれ

ば人に感染することはないようです。症状がな

い人が地域に感染を広げていると言われていて、

ＰＣＲ検査をどんどんやって、あぶり出して隔

離しろと言われていますけれども、それは恐ら

く誤解で、理論的に無症状の２日間を狙い打っ

てＰＣＲ検査をするというのは余り効果がない

と思います。空振りが多いですね。そういうこ

とです。

パワーポイントを見ていただきたいと思いま

す。

今、記者会見で毎日感染者を発表しています。

でも、大体１人見つかった段階でみんな待機を

するので、感染者は確定します。広がりません。

ただ、イメージとして、１人見つかった、次の

日２人、次の日２人と言うと、言葉も悪いんで

しょうけど、感染が拡大しているとか言うんで

すけど、そんなことはありません。

イメージで言うと、最初から５人感染してい

るんです。最初、１人見つかります。次の日２

人見つかります。次の日２人見つかります。そ

うすると、あたかも１、３、５と広がっている

ように見えますけど、それは錯覚です。
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もう一つ、こっちは何を言っているかと言う

と、最初に５人確定するんですよね。たまたま

こっちの人が見つかったときに、２日目、３人

見つかります。その次に１人見つかります。こ

こを見てください。１から２にうつっています

よね。でもここを見てください。２から１にい

ってますよね。順番逆です。だから、誰から誰

にうつしたかなんて分かりません。分かるとき

もあるんですけどね。分からないということを

このスライドで見ていただければと思います。

あと高齢者介護施設で、個人の感染対策は感

染しないところから始まるんですけど、施設の

感染対策は、感染者がいるところから始まりま

す。スタート地点が違うと結構対策が違います。

高齢者施設の感染対策はここですね。できる

のは職員から職員への感染を防ぐ。利用者から

利用者はなかなか難しいです。職員から利用者

は結構できます。利用者から職員はちょっと難

しいです。でも、いずれにしてもここを防げば

集団感染が起きなさそうな気がします。こんな

のをみんなで話し合っています。

あと、これは子どもが手が荒れているのに手

洗いしなきゃならないですかと言われて作った

ものです。ほとんどうつすのはお母さんだから、

あなたが気を付けなさいという、そういう話で

すね。子ども同士はマスクをしていないけど、

余り感染しないです。大人はマスクをしている

からそんなにうつさない。そうすると、さっき

言ったように、今はほとんど接触感染がないの

で、お子さんの手洗いはほどほどにしておいた

らいいんじゃないですかという話をしました。

あと、お手元にもう一つ資料があるかと思い

ますけど、マスクの図ですね。一番表紙になっ

ているかと思いますけれども、イメージです。

どれが大切かというイメージです。

それが感染症対策の効果のイメージです。マ

スクが半分です。手洗いが４分の１です。消毒

は今申し上げたようにさらにその半分だとすれ

ば、横に小さな数字を書いているんですけれど

も、それが８掛けぐらいのことを今やっている

とすれば、どこを向上させていこうかと言った

ときに、マスクでしょうというところですね。

たとえ消毒を完璧にやっても、マスクを上げる

ほどの効果はないというのを表しています。

また、どこがどのぐらいの感染予防に貢献し

ているかもその図で飲食店の方とかに御説明を

して、少しイメージしてもらってます。

ちょっと長引きましたけれども、私からの御

説明は以上です。どうも本当に御清聴ありがと

うございました。（拍手）

ありがとうございました。井上委員長

これより意見交換に入りたいと思います。御

質疑や御意見、御提案など、何でも結構ですの

でお願いします。

大変ありがとうございました。阿部委員

若干安心したんですけど、安心し過ぎるとま

たいかんと思うんですけどね。

私どもは毎日発生すると、県下の患者の推移

ということで手元に送られてくるんですね。昨

日は２５人だとかですね。その一人一人の状況

を書いているんですが、症状は咳が続いている

とか、倦怠感があるとか、いろんなものがある。

中には症状がないというのも２５人の中に必ず

何人かいます。そういうのをずっと見ていて、

それぞれに治療の方法があるんでしょうけど、

概して今、ワクチンもさることながら、対症療

法がない。かかった方をどういう薬で治療する

とかいうのも報道の中で話されていない。今開

発中だと言われるんです。

ならば、感染した人を病院に隔離するなり、

また、県もホテルを借り切って隔離しようとい

う準備もしていますが、隔離してどういう治療

をしているのか。

例えば、病院に入れたときに、倦怠感がある

から、喉が痛いから、喉だけの治療で終わって

いるのか。治療方法は何をしているのか、そこ

のところをお聞かせ願えないですか。

まず隔離とかしなくて、病院に行武末参考人

くとよくクリップみたいなのを付ける酸素飽和

濃度計――サチュレーションモニターというの

があるんですが、これが普通の人でも測れる肺

炎の指標になります。トランプ大統領はこれが

１０月３日ぐらいに９２になって、酸素吸入を

したといううわさがありますけれども、これが
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普通は９８とか９６なんですが、それが平時よ

りも４ぐらい下がると肺炎の可能性がある。多

分これを、すみません、大分県の場合は分から

ないんですが、報道ではいきなりこれをはいっ

と渡されて、これが下がったら連絡くださいと

言ってそのままほったらかしになったみたいな

報道がありますけど、これで肺炎を診る。

御質問に対しては、肺炎の治療が一つです、

初期はですね。風邪から肺炎になるのを防ぐの

が最初の１週間、２週間です。

新型コロナの難しいところは、実は新型コロ

ナが治ってからいきなり血栓が飛んだりとか、

サイトカインストームという免疫暴走が起きる。

新型コロナウイルスが治った後に起きるんです。

その免疫暴走とか血栓の治療法は実はあります。

そこが今どんどん進んできているので、重症化

しても亡くならないようになってきています。

血栓が飛ぶとか、サイトカインストームに関し

ては薬がちゃんとあります。ただ、当初手こず

ったのは、それが起こるタイミングが分からな

いので、治療する時期を逃して亡くなったのが

多かったですね。

だから、新型コロナウイルスの治療法はまだ

ありませんけれども、実際に重症化したりとか、

亡くなることに対する治療法は十分あります。

できれば新型コロナに対する治療法も加わって

くれば、さらに１枚強力な武器になりますけれ

ども、亡くならないとか、重症化しないという

ところは、治療薬ではないですが、治療成績は

かなり向上しています。

治療方法はあるという、治療はして阿部委員

いるということですね。

例えば、治療しないでそのまま安静にしてい

て、無症状でずっと安静にしていて、いつか出

てきたときは肺炎になっていて大変だという話

もあったんですが、そのまま治るとも聞いたこ

とがあるんですけど、そういうこともあり得る

んですか。

感染した人の半分から６割は無症武末参考人

状です。全く症状が出ないです。症状が出る人

の８割は自然に何もしなくて治ります。なので、

４割の半分の２割が肺炎になって、さらにその

２割の中の５％ぐらいが人工呼吸器を付けなき

ゃいけなくなるので、今ちょっと頭で計算でき

ませんけれども、大体１００人のうち、多分５

人いるかいないかですね。人工呼吸器を付けな

きゃいけないのはですね。

ありがとうございました。基本的御手洗委員

なことなんですけれども、マスクについて。マ

スクをすれば安全なことは認識しているんです

けれども、マスクもいろいろあるんですよね。

私は使い捨てを大量に買いました。マスクによ

ってはどうなんでしょうかね。マスクの質とか

いうのがあると思うんですけど。

布と、不織布マスクと、ウレタン武末参考人

と、大きく三つありますけれども、基本的な性

能は８割ありますので、それで日常的な感染予

防は十分あります。

その８割があって、それより９割あるかとか、

医療用で９５％あるかとかいうレベルの話なの

で、とにかく布でも何でもいいのでマスクをし

ていればいいです。

ただ、バンダナみたいなものは余り効果がな

いと言われています。

一時は、マスクが不足していると御手洗委員

きはしょうがないと思ったけど、今の時点では

どういうマスクをしたらいいんでしょうか。

布マスクで十分だと思います。武末参考人

ただ、布マスクの欠点は、長時間しゃべると

ずり落ちてくるんです。だから、長時間おしゃ

べりするときは普通の不織布マスクがいいかな

と思っています。

ちょっと関連ですが、フェースシ井上委員長

ールド――透明で顔が見える、けど隙間の空い

たものがありますね。あれはやっぱりマスクに

比べると少し効果が……

唾の半分しか防げないと言われて武末参考人

いますし、霧のような唾は全く防げないと言わ

れています。

ただ、あれを使う場合は換気をちゃんとでき

るところ、屋外では全然問題ないですし、基本

的にはソーシャルディスタンシングを取ってい

ただければあれでも十分です。

どうしてもテレビの人とか、政治家の人は顔
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を見せないといけないので、それを踏まえた上

でやっていただければ大丈夫だと思います。

欧米でワクチンの接種が始まるとい河野委員

うことですが、ワクチン接種によってこのくら

いまでになったら通常の社会生活に戻れるとか

いうサーベイみたいなものは、感染症の学会な

どの、一応の目安みたいなものはあるんでしょ

うか。どういう状態になったら一般的な社会生

活に戻れるのかというものですが。

よくスウェーデンとかで言われて武末参考人

いる集団免疫とかは、全国民の６割と言われて

います。なので、それまでないと普通の生活に

は戻れないだろうと言われています。

これは私の考えですけれども、来年の３月に

なったときに、去年の３月と比べたら今年の３

月はすごくいいよねと、多分、今の不安感は、

今年の冬を乗り越えればかなり軽減されてくる。

人間は一度経験したシーズン、春、夏、秋、冬

を過ごせば、過ごし方も多分本当に慣れてくる

と思います。生物学的にふだんの生活に戻るの

はちょっとかかるかもしれませんけれども、社

会生活としては来年の３月ぐらいが一つの目標

かなと私は思っています。

ありがとうございました。河野委員

もう一点聞かせてもらっていいです阿部委員

か。大変すみません、私ばっかり聞いているよ

うで。

これから正月になって、いろんな意味で人口

が移動していくと思うんですよね。中心部から

いろんな地方に人が移動する時期になってくる

んですが、中心部から若い人たちが高齢者のい

るところに移動するという図式になってくると

思うんですね。

そのときに、お互いにマスクを付ける、また

片方でもマスクを付ける。高齢者はいろいろな

疾患があり非常にかかりやすいということで、

高齢者だけがマスクをすることで多少防ぐこと

はできますかね。

十分だと思います。家庭内感染が武末参考人

１０％から４０％と話しましたけれども、家庭

内でみんながマスクをしていたら、それが半分

ぐらいに減ると言われています。やっぱり感染

する機会は食事のときなので、高齢者と食事さ

えしなければいいんですけれども、いろいろな

方に話をするとそれでは帰省の意味がないと言

われてですね。

もう一つの考え方は、帰ってくる人が感染し

ていなければいいだけなので、これはちょっと

中津で「帰って来いよ中津」みたいなものを作

ろうかなと思っているんですけれども、帰って

くる前の１０日間は外で飲食するなと。もうそ

れだけですね。要は、東京医師会の人が１０日

に１回飲み会と言っているように、２５日に帰

ってくるんだったら、１５日から同僚とか周り

との食事を我慢して帰って来れば、感染してい

る可能性はかなり低いですね。

その上で、マスクをしたりとか、高齢者との

食事に気を付ける、当然、マスクをしておけば

いいですかね。そんな感じです。

片方だけでは。阿部委員

両方していた方が間違いないです武末参考人

けれども、高齢者だけしていても、一時は防護

する能力はないと言われていましたが、最近の

研究ではあると言われています。高齢者だけし

ていてもいいと思います。

ちょっと時間も迫ってきたので、井上委員長

もう１人。

アナフィラキシーショック、最近、猿渡委員

ワクチンのことで聞くんですけれども、私の友

達がテーブル、机とかを消毒する消毒液でアナ

フィラキシーショックになって、救急車で運ば

れて、命からがら――何とか命を取り留めて、

今、元気なんですという話を聞きました。

そういうことって私知らなくて、消毒をする

場合ってたくさんあると思うんですけれども、

アレルギーがある方はそういうことに気を付け

た方がいいんでしょうか。

今、言われたアレルギーのひどい武末参考人

のがアナフィラキシーショックです。私の孫は

キウイでアナフィラキシーショックを起こした

ことがあるし、バナナで起こす場合もあるし、

人によって何でも起きます。

今、ワクチンで２人、アナフィラキシーショ

ックが起きてと話題になっていますけれども、
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それはよくある話ですね。

じゃ、もう１人だけ。どうぞ。井上委員長

既往症で糖尿病がある人は重症化し太田委員

やすいということの原因と、今、ヨーロッパで

流行している新型コロナのように日本のコロナ

も変異しているのか２点をお尋ねしたいんです

けど。

私は元外科医ですけれども、糖尿武末参考人

病の方は免疫力がもともと下がっているので、

やっぱり感染しやすいです。これはウイルスだ

けではありません。全ての感染症に対して感染

しやすいです。ただ、程度によるので、軽いの

と重いのによって違います。

ヨーロッパと日本の違いは分かりません。た

だ純粋に違うということを受け入れればいいん

だと思っています。それを心配されるのは、何

かのきっかけで日本がヨーロッパのようになる

んではないかと心配されていると思うんですけ

れども、それは大分県の場合は、東京と大阪と

福岡を見ていて、そこで様子が変わったらちょ

っと行動を変えましょうと。我々は一枚上手に

いるので、東京がヨーロッパのような様子にな

ってきたらみんなで頑張りましょうと言って守

備を固めれば十分間に合うと思います。

まだ御質疑はあるかと思いますが、井上委員長

時間が来ましたので、質疑の時間を終わります。

これで参考人との意見交換を終わります。

最後に、私から一言お礼を申し上げたいと思

います。

本日、お話しいただいた御意見を踏まえて、

新型コロナウイルス感染症対策に、県議会とし

ても全力をあげて取り組む所存ですので、これ

からも、御協力をお願いします。

本日は、お忙しい中ありがとうございました。

以上をもちまして、福祉保健生活環境委員会

を終了します。

お疲れさまでした。


